
岩船研究室

【提出用】

Energy Efficiency &        
Demand Response 

３ ＋ （経済性、環境性、供給安定性、安全性）を満足するエネルギーシステムを構築
するためには、太陽光や風力などの再生可能エネルギーを大規模に導入する必要があり、
かつ、それを上手に調整する必要があります。その一つの可能性が需要家側のデマンドレ
スポンス（需要調整、 ）です。 再生可能エネルギーの出力変動に合わせて需要が変わ
ることができれば、経済的で環境にやさしいエネルギーシステムが構築できます。

岩船研究室では、特に家庭部門に注目し、省エネと の可能性を検討しています。
（ホームエネルギーマネジメントシステム）データやスマートメータデータを収集

し、家庭の需要構造把握を詳細に行っています。そして家庭における省エネルギー余地の
検討、快適性を損なわない の定量的な評価に関する研究を行っています。

HEMS

岩船研究室岩船研究室
持続可能なエネルギー消費と供給を考える

人間・社会系部門
エネルギーシステムインテグレーション社会連携研究部門

工学系研究科 建築学専攻
エネルギーデマンド工学

http://www.iwafunelab.iis.u-tokyo.ac.jp/

持続型エネルギーシステム� As213

岩本研究室岩本研究室
量子ナノフォトニクス、トポロジカルフォトニクス、ワイドギャップナノフォトニクス

情報・エレクトロニクス系部門

工学系研究科 電気系工学専攻/先端学際工学専攻
量子ナノフォトニクス

https://www.iwamoto.iis.u-tokyo.ac.jp/

岩本研究室
※研究室名のみ⼊⼒ください

【提出用】

フォトニック結晶などのフォトニックナノ構造を⽤いた光および光と物質の相互
作⽤の制御の物理を究めるとともに、その光デバイスや量⼦デバイスへの応⽤を
⽬指した研究を進めています。また、トポロジーの概念を活⽤した新奇光制御技
術の開拓、ダイヤモンドや酸化ガリウムなどのワイドバンドギャップ半導体を活
⽤したフォトニクス技術の開発にも取り組んでいます。

フォトニックナノ構造による光の制御とその応⽤
〜物理、ナノ技術、材料⼯学で拓くフォトニクス技術の新展開〜

・フォトニックナノ構造の設計・作製技術
・フォトニックナノ構造における新奇光学現象の探求
・フォトニックナノ構造を活⽤した量⼦ナノフォトニクス
・トポロジカルフォトニクス・フォノニクス、⾮エルミート光学
・ワイドギャップナノフォトニクス

概要：

主な研究テーマ：

トポロジカルフォトニクス

ワイドギャップナノフォトニクストポロジカル光ビーム

トポロジカルレーザ トポロジカルスローライト導波路

ダイヤモンドフォトニック結晶ナノ共振器スピン-光渦インターフェイス 光スキルミオン

量⼦ナノフォトニクス

量子インターフェース
基盤技術
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量子光源技術

ナノフォトニクス：その物理と応用� Ee208




